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広報つわの 2025 年 2 月 27 日発行
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日本遺産センター☎ 72-1901日本遺産センター☎ 72-1901

100 枚の絵図にまつわる100 枚の絵図にまつわる
ストーリーを紹介します。ストーリーを紹介します。
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ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

ツコウの情報を『津和野高校ホーツコウの情報を『津和野高校ホー
　ムページ』にて発信しております　ムページ』にて発信しております

→http://tsuwano.ed.jp/→http://tsuwano.ed.jp/
今年度最後の学期が始まりました！今年度最後の学期が始まりました！
　１月８日（水）、３学期始業式を行いました。　１月８日（水）、３学期始業式を行いました。
　松田校長は訓話の中で、生徒一人ひとりが目標達成できるよう、巳年にちなんだ３つのアドバイスを述　松田校長は訓話の中で、生徒一人ひとりが目標達成できるよう、巳年にちなんだ３つのアドバイスを述
べました。べました。
　① 蛇がにょろにょろ少しずつ進んでいくように、慌てず、あきらめず、地道に前に進んでいくこと。　① 蛇がにょろにょろ少しずつ進んでいくように、慌てず、あきらめず、地道に前に進んでいくこと。
　② 蛇がシンプルな構造の体に強い力を備えているように、物事を複雑にせず、本当に大切なものだけ　② 蛇がシンプルな構造の体に強い力を備えているように、物事を複雑にせず、本当に大切なものだけ
　を見つめて力強く前に進んでいくこと。　を見つめて力強く前に進んでいくこと。
　③ 蛇が脱皮を繰り返すように、世界や時代、環境の変化に合わせて、新しい自分に変化させ、自分自　③ 蛇が脱皮を繰り返すように、世界や時代、環境の変化に合わせて、新しい自分に変化させ、自分自
　身を成長させていくこと。　身を成長させていくこと。
　充実した最終学期になるように、ツコウスタッフ一同もサポートしていきます！　充実した最終学期になるように、ツコウスタッフ一同もサポートしていきます！
１年生の家庭基礎の授業の様子を紹介します。１年生の家庭基礎の授業の様子を紹介します。

新学科「未来共創科」設置に向けた教職員研修の様子を紹介します。新学科「未来共創科」設置に向けた教職員研修の様子を紹介します。
　津和野高校では年に２回、「ICTを生徒が活用することにより、生徒が主体的に学ぶ授業」をテーマと　津和野高校では年に２回、「ICTを生徒が活用することにより、生徒が主体的に学ぶ授業」をテーマと
し、全授業担当者が公開授業を行っています。その中で数学科教員が「データ分析」の授業を実施し、生し、全授業担当者が公開授業を行っています。その中で数学科教員が「データ分析」の授業を実施し、生
徒たちは興味津々で取り組んでおりました。参観した教員からも「データ分析」について学びたいという徒たちは興味津々で取り組んでおりました。参観した教員からも「データ分析」について学びたいという
声があり、12月18日にミニ研修を実施しました。声があり、12月18日にミニ研修を実施しました。
　研修の最後に校長より、津和野高校の教育活動の中で、生徒たちが以下の力をつけることができるよう　研修の最後に校長より、津和野高校の教育活動の中で、生徒たちが以下の力をつけることができるよう
意識していこう、と話がありました。意識していこう、と話がありました。
　①データから課題を発見する。　①データから課題を発見する。
　②成果や効果の分析にデータを活用する。　②成果や効果の分析にデータを活用する。
　③データを用いることによって、探究学習の成果をより客観的に、　③データを用いることによって、探究学習の成果をより客観的に、
説得力を持って発信する。説得力を持って発信する。
　　津和野高校は令和７年度より、従来の普通科を改編し、新たに「未来津和野高校は令和７年度より、従来の普通科を改編し、新たに「未来
共創科」を設置します。これまで本校が積み重ねてきた教科学習、探究共創科」を設置します。これまで本校が積み重ねてきた教科学習、探究
学習、そして学校行事等の特別活動の取り組みを、情報活用の力によっ学習、そして学校行事等の特別活動の取り組みを、情報活用の力によっ
てさらに進化させることができるよう、教職員一同頑張ります。てさらに進化させることができるよう、教職員一同頑張ります。

【１年 【１年 中中
なかむらなかむら

村村  大大
や ま とや ま と

和和】】
　僕たちは１月23日（木）に家庭基礎の授業で調理実習を行いました。　僕たちは１月23日（木）に家庭基礎の授業で調理実習を行いました。
　今回のテーマは「和食」で、献立は「ごはん」「サワラの照り焼き」「ほうれん草の胡麻和え」「すま　今回のテーマは「和食」で、献立は「ごはん」「サワラの照り焼き」「ほうれん草の胡麻和え」「すま
し汁」です。その中で僕はサワラの照り焼きを作りました。料理酒やタレを加えるタイミングを、サワラし汁」です。その中で僕はサワラの照り焼きを作りました。料理酒やタレを加えるタイミングを、サワラ
の焼き加減を見ながら調整しました。しっかりと味がしみたおいしい照り焼きを作ることができてよかっの焼き加減を見ながら調整しました。しっかりと味がしみたおいしい照り焼きを作ることができてよかっ
たです。たです。
　今回学んだこと、身につけたことを、次回の調理実習や家庭でのお手伝いに活かしたいです。　今回学んだこと、身につけたことを、次回の調理実習や家庭でのお手伝いに活かしたいです。

　アンデルセン童話が生まれた 19 世紀から発展した北
欧のお伽話の挿絵 200 枚以上が掲載された画集です。
お姫様、人魚、魔法使いやトロール、北欧神話の神々
など幻想的でロマンチックな作品に丁寧な説明がつき、
画家は知らなくても見たことのある絵がたくさんある
と思います。

＊郷土の資料・おすすめの本は、＊郷土の資料・おすすめの本は、

『北欧の挿絵とおとぎ話の世界』『北欧の挿絵とおとぎ話の世界』

解説・監修：海野 弘解説・監修：海野 弘

ジャンル：一般書ジャンル：一般書

出版社：パイ インターナショナル出版社：パイ インターナショナル

発行年：2015年11月発行年：2015年11月

『紅茶と薔薇の日々』『紅茶と薔薇の日々』

著者：森 茉莉著者：森 茉莉

編者：早川 編者：早川 茉莉茉莉

出版社：出版社：筑摩書房筑摩書房

発行年：2016年発行年：2016年

　　森 鷗外の長女、1957年に父を憧憬する娘の感情を繊森 鷗外の長女、1957年に父を憧憬する娘の感情を繊
細な文体で描いた随筆集『父の帽子』で日本エッセイ細な文体で描いた随筆集『父の帽子』で日本エッセイ
ス・クラブ賞を受賞しました。ス・クラブ賞を受賞しました。
　50歳を過ぎて作家としてデビューした、食いしん坊　50歳を過ぎて作家としてデビューした、食いしん坊
な彼女が描く美味の世界を覗いてみませんか？な彼女が描く美味の世界を覗いてみませんか？

郷土の資料郷土の資料 おすすめの本おすすめの本

　津和野図書館、日原図書館で貸出可能です。　津和野図書館、日原図書館で貸出可能です。
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Tsuwano T-space　ニュースライン
東京で津和野を PR！津和野町東京事務所ではこんな活動をしています！

【お問合せ先】津和野町東京事務所（T-space）　☎ 03-5615-8358
　　　　 　　http://tsuwano-tokyo.net/

平成 29 年 3 月に形成さ
れた山口県央連携都市圏
域。ここでは圏域のイベ
ント情報を紹介します。
　 日時　　場所　　料金　　問合先

美祢魅力発掘隊に任命されている快盗
スズメとウッチィの任期が３月末で満
了となります。それに伴い、サンキュー
の日（３月９日）に感謝を込めたライ
ブを開催します。
　３月９日 （日） 14 時～
　前売り 2,000 円、当日券 2,500 円
　美祢市民会館
　堀越コミュニティセンター
　☎ 080-3426-4767

平成 27 年に世界遺産に登録された「明

「或る中也」や、中也の詩情を月まで
届けるゲーム「ゆあーん ゆよーん 月
旅行」など、中也の人物像や詩から発
想した作品を制作してきました。本展
では、多様な原田の作品を展示します。
　４月 13 日（日）まで 9 時～ 17 時
　一般 330 円、学生 220 円、
　70 歳以上・18 歳以下無料
　　中原中也記念館☎ 083-932-6430

描きおろし原画や撮影用セット、ストー
リーボードなどの資料を展示し、「ひつじ
のショーン」ができるまでを紹介します。
　３月 20 日 （木） ～５月 11 日 （日）
　10 時～ 17 時（入場は 16 時 30 分まで）
　一般 1,200 円、中高生 900 円、
　小学生 500 円、グッズ付 2,500 円
　　防府市地域交流センター
　　アスピラート☎ 0835-26-5151

治日本の産業革命遺産ー製鉄・製鋼、
造船、石炭産業ー」の最新情報をマン
ガも交えてわかりやすく紹介します。
　３月 15 日（土）～７月６日（日）
　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）
　大人 520 円、高校・大学生 310 円、
　小・中学生 100 円
　　萩博物館☎ 0838-25-6447
　

「第 33 回椿まつり in Ejio」を開催します。
ヤギのふれあいコーナーや 20m のお好
み焼きチャレンジ等の初企画もあります。
　３月 23 日（日）10 時～ 15 時
　　江汐公園管理棟☎ 0836-83-5378

宇部市立図書館に設置されている向井
良吉の《世界地図から》を紹介します。
　３月 23 日（日）まで 10 時～ 16 時
　ときわ湖水ホールアートギャラリー
　宇部市文化振興課☎ 0836-34-8562

山口市在住のオートマタ（自動機械）
作家・原田和明は、これまでも酒瓶を
持った中也がコミカルな動きを見せる

圏域での圏域での
その他イベント情報その他イベント情報

　　　　　　 美祢市に永住してもええですか～？
　　　　　　 ～演劇 & お笑いライブ～　

　　　                 世界遺産登録 10 周年記念企画展
　　　　　　    「シン・萩の世界遺産」

　　山陽小野田市　　第 33 回椿まつり in Ejio　　    

　　宇部市　  向井良吉と《世界地図から》

　　　　防府市　 　    ひつじのショーン展

  山口市   企画展Ⅱ「原田和明のオートマタと中原中也」

美祢市

　今年度８月から（公財）ふるさと島根定住財団と連携
し、毎月１回、定員３名程度の小規模な交流会「つわの
茶話会 in 津和野町東京事務所」を開催しております。
　当初の目的としては、東京事務所の利点を活かし、津
和野町や島根、地方移住全般に関心を持つ移住関心層か
ら検討者層までを対象としておりましたが、開始してか
らは、移住に興味を持っている方から、津和野町の観光
や風土に関心がある方、既に津和野町と関係がある方な
ど幅広く、お互いに知らない情報の交換など、参加者同
士の話は尽きません。
　茶話会はほとんど毎回定員に達しており、会ではまめ
茶や源氏巻を食しながら自由に津和野の話をするだけで
なく、わさびをテーマに話をするなど、リピーターの方
にも楽しんでもらえるような体制づくりを心がけていま
す。
　この茶話会をきっかけに移住を検討している方や、観
光に行く方もおり、気軽に津和野町を知る場になってい
ると感じています。このようなイベントを通じて引き続
き津和野町を PRしていきます。

つわの茶話会 in 津和野町東京事務所　定期開催中！つわの茶話会 in 津和野町東京事務所　定期開催中！

山口県央連携都市圏域の
情報について発信中！萩市
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津和野体験

津和野体験　Yu-na

津和野町の観光ブランド

通信

公式 HP Instagram

 2025.3
Vol.22

収穫体験ツアーがフランス人 YouTuber に紹介されました！

（つわのたいけんゆーな）
津和野町のファンを増やすための観光ブランド。
サイクリングやトレッキング、四季折々のコンテンツなど
津和野町を楽しむ体験・ツアーを提供。

【お問い合わせ】
tel：72・1771（津和野町観光協会内　　担当：岡 野）
mail：info@yuna-tsuwano.jp

【本稿に関するお問い合わせ】津和野町役場　商工観光課　☎ 72・0652

ツアー参加者

500人への道！
2024.04 〜

↓

100 200 500400300 (人 )

2025 年１月（210 人） 

　畑迫地域の農家さんの元を訪れ、その場で新鮮野菜を収穫させていただき、その野菜でピザ作
りをする、という「Otsukai! ツアー」。地域の方々との交流もでき、美味しい野菜も堪能でき満足
度がとても高いツアーですが、この度フランス人 YouTuber のべべちゃんがこのツアーに参加し、
その様子を YouTube 上で一本の動画として紹介してくださいました！

　島根県観光連盟からのご紹介で津和野に来
てくださったべべちゃんは、フランス人の視
点で日本の魅力を発信しているチャンネル登
録者数も 70 万人以上で人気の YouTuber。
　今回の津和野滞在では香味園さんやわた屋
さんを始め殿町・本町通りを中心としたまち
歩きをしていただき、Otsukai! ツアーにも参
加いただきました。
　ツアーでは畑迫の農家さんを２軒周り、収
穫体験をしながら地域の方々との交流を楽し
んでくださいました。
　実は、今回の滞在ではもともと、津和野の紹介動画は一本のみの予定でした。ですが
べべちゃんたちが津和野・畑迫の方々の魅力や地域の豊かさに感動してくださり、急遽
Otsukai! ツアーで一本動画を作ってくださいました！ツアーを通じて津和野の魅力を
お伝えすることができて嬉しい限りです。
　この経験を励みに、もっともっと津和野の魅力をお伝えできるよう、引き続き頑張っ
ていきます！！これからも応援よろしくお願いいたします。 動画はこちらから！
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大
切
さ
、

人
権
の
大
切
さ
、

忘
れ
な
い
で

忘
れ
な
い
で

電　
話　
74
・
０
０
５
９

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策
推
進
協
議
会

（
事
務
局　
津
和
野
町
税
務
住
民
課　
人
権
同
和
対
策
係
）

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策
推
進
協
議
会
で
は
、
人

権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
人
権
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
人
権
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

こ
の
活
動
に
対
し
、
町
内
の
学
校
の
ご
協
力
に
よ
り
、

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
作
品
を
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　

学
校
名
・
学
年
は
令
和
六
年
度
時
点
で
す
。
氏
名
・

学
年
は
承
諾
を
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
小
学
校
の
部
◇

◯
木
部
小
学
校

あ
そ
ぼ
う
よ　

い
つ
で
も
「
い
い
よ
」　

オ
レ
の
と
も 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

宮み
や
ざ
き崎　

颯そ
う

い
っ
し
ょ
に　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う　

は
な
し
あ
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

佐さ
や
ま山　

広こ
う
す
け輔

わ
た
し
の
色
と
は　

ち
が
う
け
ど　

み
ん
な
の
色
も

大
切
に
し
よ
う　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

岩い
わ
も
と本　

穂ほ
ま
れ希

ち
が
っ
て
も　

話
し
合
え
ば　

分
か
る
は
ず　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
年　

長な
が
し
ま島　

咲え
み
か風

支
え
合
う　

一
人
一
人
を　

大
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
年　

渡わ
た
な
べ邊　

結ゆ
づ
き月

あ
き
ら
め
ず　

声
を
か
け
よ
う　

自
分
か
ら　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
年　

岩い
わ
も
と本　

未み

ゆ由

◯
日
原
小
学
校

だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

が
ん
ば
っ
て　

わ
た
し
も　

み
ん
な
の　

お
う
え
ん
だ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

吉よ
し
お
か岡　

菜な
つ
き月

み
ん
な
は　

ぼ
く
の　

た
か
ら
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

林は
や
し　

昊こ
う
え
ん縁

サ
ッ
カ
ー
を　

い
っ
し
ょ
に
す
る
ぞ　

た
の
し
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

河か
わ
か
み上　

芽が

く功

友
だ
ち
の　

笑
顔
が
見
た
い　

心
を
大
切
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
年　

村む
ら
か
み上　

心み
さ
き咲

地
毛
の
色　

差
別
す
る
の
は　

や
め
よ
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
年　

石い
し
か
わ川　

貴た
か
ひ
ろ大

考
え
よ
う　

痛
い
は
治
る
が　

言
葉
は
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
年　

中な
か
む
ら村　

櫂か
い

わ
ら
い
た
い　

み
ん
な
と
ず
っ
と　

ぼ
く
の
ね
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
年　

𠮷よ
し
な
が永　

武た
け
し史

◯
青
原
小
学
校

た
の
し
く
に
こ
に
こ
し
よ
う　

う
れ
し
く
な
か
よ
く
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

佐さ

さ

き
々
木　

結ゆ

あ彩　

あ
ん
心　

し
あ
わ
せ　

楽
し
く
す
ご
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

内う
ち
た
に谷　

圭け
い
す
け佑

あ
り
が
と
う　

い
っ
て
み
る
と　

お
ち
つ
く
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年　

佐さ

さ

き
々
木　

藍あ
い

や
め
よ
う
よ　

見
て
見
ぬ
ふ
り
は　

絶
対
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
年　

品し
な
が
わ川　

航わ
た
る星

だ
れ
も
が
ね　

友
達
の
き
ず
な　

結
ん
で
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
年　

福ふ
く
は
ら原　

結ゆ

な菜

◯
津
和
野
小
学
校

あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
と
つ
な
が
る　

た
か
ら
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

細ほ
そ
さ
か坂　

真ま

ゆ優

大
き
な
こ
え
で　

あ
い
さ
つ
を
す
る
と　

こ
こ
ろ
が
ぽ
か
ぽ
か
す
る
よ　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

西に
し
さ
こ迫　

稜
り
ょ
う
せ
い晟

い
っ
し
ょ
に　

あ
そ
ぼ
う　

た
の
し
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

木き
し
ま島　

結ゆ
づ
き月

け
ん
か
を
し
て
も　

ご
め
ん
な
さ
い
を

い
い
ま
し
ょ
う
!!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

松ま
つ
ざ
き崎　

結ゆ

か加

お
う
え
ん
の
言
葉
「
が
ん
ば
れ
」

言
わ
れ
た
ら
勇
気
が
出
る
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

城じ
ょ
う
い
ち市　

凌り

く空

あ
り
が
と
う
は　

う
れ
し
く
な
れ
る　

ま
ほ
う
の
こ
と
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

市い
ち
か
わ川　

美み
さ
き咲

あ
り
が
と
う　

え
が
お
が
ふ
え
て　

あ
っ
た
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
年　

細ほ
そ
さ
か坂　

優ゆ
う
た
ろ
う

太
郎

笑
顔
は
ね　

み
ん
な
が
幸
せ
に　

な
れ
る
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
年　

青あ
お
き木　

優ゆ

あ杏

あ
り
が
と
う　

言
っ
て
あ
げ
る
と　

気
持
ち
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
年　

中な
か
む
ら村　

い
ぶ
き

い
じ
め
を
ね　

な
く
せ
ば
み
ん
な　

い
い
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
年　

河か
わ
だ田　

龍り
ゅ
う
じ二

あ
い
さ
つ
で　

み
ん
な
に
広
が
る　

す
て
き
な
笑
顔　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
年　

楠
く
す
の
き

　

真ま

り

あ
里
杏

比
べ
ず
に　

自
分
も
み
ん
な
も　

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
年　

小こ
ば
や
し林　

桜さ
く
ら
こ子

多
様
性　

見
つ
け
て
く
れ
て　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

辻つ
じ　

登と
う
ま馬

ご
め
ん
を
あ
り
が
と
う
に
言
い
換
え
る
こ
れ
が
自
分
の

言
葉
の
使
い
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

原は
ら
だ田　

友と
も
き暉　

怒
り
は
一
瞬　

後
悔
は
一
生　

気
持
ち
に
任
せ
ず
立
ち

止
ま
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

藤ふ
じ
む
ら村　

晃こ
う
だ
い大　

枠
組
み
に　

当
て
は
め
な
く
て
も
い
い
多
様
性
が　

認
め
ら
れ
る
世
界
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

糸い
と
が賀　

奏か
な
み実

思
い
や
り　

つ
な
が
っ
て
い
く　

津
和
野
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

小お
が
わ川　

瑠る

り璃

外
見　

性
格　

性
別　

す
べ
て
多
様
性

大
切
に
し
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

栗く
り
や
ま山　

潔き
よ
ね音

携
え
る
手　

石
蕗
の
花　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

弘ひ
ろ
な
か中　

晃こ
う

あ
な
た
の
言
葉　

相
手
の
一
生　

あ
な
た
の
後
悔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

山や
ま
さ
き﨑　

流る

な那

津
和
野
か
ら
世
界
へ

封
筒
に
笑
顔
と
感
謝
を
包
み
こ
ん
で
送
ろ
う                           

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

吉よ
し
だ田　

福ふ
く

◯
日
原
中
学
校

い
じ
め
と
か　

そ
ん
な
こ
と
し
て　

誰
が
得
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

飯い
い
だ田　

琉り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎

く
ら
べ
る
な　

オ
レ
と
オ
マ
エ
は　

ち
が
う
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

明あ
か
し石　

雄た
け
る流

知
っ
て
て
も　

行
動
し
な
き
ゃ　

意
味
が
な
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

津つ
の
も
り

野
守　

茜
あ
か
ね

い
じ
め
は
ね　

消
え
な
い
ん
だ
よ　

記
憶
も
傷
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

古こ
や
ま山　

莉り

ほ穂

い
じ
め
た
側
は
一
瞬
で
忘
れ　

い
じ
め
ら
れ
た
側
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

石い
し
か
わ川　

理り

あ彩

違
っ
て
い
い　

違
う
か
ら
こ
そ　

輝
け
る

一
人
一
人
の
大
切
な
個
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

岡お
か
ざ
き﨑　

花か

ほ穂

◇
高
等
学
校
の
部
◇

◯
津
和
野
高
等
学
校

コ
ツ
コ
ツ
と　

一
隅
照
ら
す　

行
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

中な
か
む
ら村　

大や
ま
と和

世
界
の
恒
久
平
和
を
掲
げ
、
未
来
を
と
も
に
創
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

服は
っ
と
り部　

蒼そ
う
た汰

一
つ
の
光
、
つ
な
ぎ
つ
な
が
れ
橙
色
が
津
和
野
町
を

駆
け
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

若わ
か
ば
や
し林　

颯そ
う
と人

色
鮮
や
か
な
お
も
い
や
り　

こ
の
津
和
野
か
ら
世
界
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

匿
名

普
通
と
は
な
ん
な
の
か
、
そ
ん
な
も
の
ど
こ
に
あ
る
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

小お
ま
た俣　

真ま

お央

な
や
み
ご
と　

一
人
で
な
や
ま
ず　

相
談
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
年　

竹た
け
い居　

優ゆ
う
せ
い生

や
っ
た
ね　

す
ご
い
ね
で　

う
れ
し
い
え
が
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
年　

石い
し
か
わ川　

健た
け
る成

ぼ
く
た
ち
に　

け
ん
利
が
あ
る
っ
て　

す
て
き
だ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
年　

岡お
か
ざ
き﨑　

大だ
い
ご冴

◇
中
学
校
の
部
◇

◯
津
和
野
中
学
校

笑
顔
の
バ
ト
ン　

み
ん
な
で
つ
な
げ
ば　

金き
ん

未メ
ダ
ル来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

上う
え
だ田　

衣い

ち

か
千
花

あ
い
さ
つ
は　

相
手
に
渡
す　

お
く
り
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

中な
か
た
に谷　

絆ば
ん
す
け資

み
ん
な
ち
が
う　

ち
が
っ
て
い
い
よ　

生
き
る
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

原は
ら
だ田　

斐あ
や
か禾

関
係
な
い
と　

見
て
い
る
君
も　

い
じ
め
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

三み
う
ら浦　

凰お
う
し
ろ
う

士
朗

多
様
性　

見
た
目
で
「
心
」
を　

決
め
な
い
で                       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

柳や
な
ぎ
は
ら原　

朋と
も
か佳

い
つ
ま
で
も　

み
ん
な
の
笑
顔　

こ
わ
さ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

𠮷よ
し
だ田　

穂ほ
の
み実

嫌
な
言
葉
は
気
に
し
な
い　

あ
な
た
の
人
生
は
あ
な
た
が
主
役　
　
　

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

向む
か
い　

美み

か華

言
う
前
に　

相
手
の
気
持
ち　

考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

村む
ら
た田　

将ま
さ
ひ
ろ大

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！　

本
当
に
そ
の
言
葉
で　

大
丈
夫
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

山や
ま
も
と本　

心こ
の
か香

つわみん © 津和野町　
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新
着
図
書

新
着
図
書
…
…
…
…

…
…
…
…Books

Books

▼
日
原
図
書
館
３
月
31
日
（
月
）
は
休
館

▽
潮
音　

第
一
巻

宮
本　

輝
……
…
…
…
…

文
藝
春
秋 

▽
国
家
と
は
何
か　

吉
本
隆
明
セ
レ
ク

シ
ョ
ン

吉
本　

隆
明（
著
）・
先
崎
彰
容（
解
説
）

……
…
…
…
…

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

▽
か
た
ば
み

木
内　

昇
……

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

▽
昇
華　

機
捜
２
３
５

今
野　

敏
……
…
…
…
…
…

光
文
社

▽
ぜ
ん
ぶ
か
わ
い
い
！
手
芸
ク
ラ
ブ　

　

全
４
巻

……
…
…
…
…
…
…
…

あ
か
ね
書
房

▼
津
和
野
図
書
館
３
月
31
日
（
月
）
は
休
館

▽
ア
ド
・
バ
ー
ド

椎
名　

誠
……
…
…
…
…
…

集
英
社

▽
思
い
通
り
に
速
く
書
け
る
人
の
文
章
の

ス
ゴ
技
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
１
０
０

山
口　

拓
朗
……
…

明
日
香
出
版
社

▽
積
ん
読
の
本

石
井　

千
湖
……
…

主
婦
と
生
活
社

▽
ゆ
う
れ
い
居
酒
屋
①
～
⑥

山
口　

恵
以
子
……
…
…　

文
藝
春
秋

▽
彼
女
の
名
前
は

チ
ョ
・
ナ
ム
ジ
ュ
……
…

筑
摩
書
房

【
音
読
会
】

３
月 

25
日 （
火
） 

14
時
～

津
和
野
図
書
館　

読
書
会
室

医
療
医
療
……
…
…
…

……
…
…
…M

edical
M
edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
３
月
10
日
、
17
日
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
（
午
後
・
予
約
制
）

　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
（
午
後
・
予
約
制
） 

【
水
】
精
神
科
・
心
療
内
科
（
第
１
・
３
・
５ 

午
前
・
予
約
制
）
整
形
外
科
（
午
後
）

【
木
】
小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

（
午
後
・
予
約
制
）

　
　

  

認
知
症
予
防
健
診
（
第
１
・
３
・

４
・
５
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
漢
方
外
来
（
３
月
14
日
）

　
　
　

整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

　
　

※
3
月
28
日
（
金
）
は
休
診

　
　
　

耳
鼻
咽
喉
科
（
第
２
・
４
午
後
・
予
約
制
）

※
内
科
は
月
～
金
曜
日
（
午
前
）
、
木
曜

　

日
の
午
後
は
予
約
診
療
の
み

※ 

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
） 

初
診
の
場

合
要
予
約

※
小
児
科
診
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
週
木
曜
日

（
午
後
）
は
益
田
赤
十
字
病
院
の
小
児
科
医
師

に
て
、
そ
れ
以
外
の
平
日
は
当
院
の
小
児
科
医

師
に
て
診
療
を
行
い
ま
す
。
受
診
を
ご
希
望
の

方
は
事
前
に
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
月
曜
日
の
予
防
接
種
（
午
後
・
予
約
制
）
は
、

当
院
医
師
に
よ
り
行
い
ま
す
。
１
歳
未
満

に
つ
い
て
は
、
木
曜
日
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
（
電
話
予
約
）

【
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
】

　

50
歳
を
過
ぎ
た
方
は
、
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
が
で
き
ま
す
。
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
院
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
休
日
の
救
急
患
者
対
応
に
つ
い
て
】

　

診
療
時
間
は
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
右
記
時
間
外
は
診
療
し
て
い
ま
せ
ん
。）

※
17
時
15
分
ま
で
に
来
院
が
可
能
な
方
の
み
受
付
。

※
事
前
に
電
話
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
月
曜
日
の
午
後
診
療
は
、
第
２
週
目
が
休

診
と
な
り
ま
す
。
第
２
週
目
が
祝
祭
日
等

の
場
合
は
、第
１
週
目
が
休
診
と
な
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
、9
時
～
12
時
30
分
（
受
付
12
時
ま
で
）

午
後
、15
時
～
18
時（
受
付
17
時
30
分
ま
で
）

※
受
付
時
間
を
過
ぎ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

日
曜
・
祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
8
時
30
分
と
14
時

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
木
曜
9
時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
×
○
○

午
後

○
○
○
×
○
△

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分（
受
付
12
時
ま
で
）

午
後
は
15
時
～
18
時
30
分（
受
付
18
時
ま
で
）

△
土
曜
は
14
時
～
17
時（
受
付
16
時
30
分
ま
で
）

木
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
診
で
す
。

※
骨
粗
鬆
症
診
療

　

最
新
の
X
線
骨
密
度
測
定
装
置
で
、
腰
椎
・

大
腿
骨
の
骨
密
度
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 

学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
内
科
疾
患

の
診
療
・
相
談

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
胃
カ
メ
ラ
、

大
腸
カ
メ
ラ
、
日
帰
り
大
腸
ポ
リ
ー
プ

切
除

※
増
加
傾
向
に
あ
る
脂
肪
性
肝
疾
患
に
対

す
る
学
会
専
門
医
に
よ
る
診
療

　

日
本
内
科
学
会
認
定
総
合
内
科
専
門
医

　

日
本
消
化
器
病
学
会
認
定
専
門
医

　

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
認
定
専
門
医

　

日
本
肝
臓
学
会
認
定
専
門
医

※
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
を
受
付
中

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
受
付
中

ご
案
内

ご
案
内
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…Guide

Guide

島
根
県
司
法
書
士
会
主
催
無
料
相
談
会

　
【
電
話
相
談
】（
祝
祭
日
除
く
）

「
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

毎
週
月
・
木
曜
日　

12
時
～
15
時

「
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー
」

毎
週
火
曜
日　

12
時
～
15
時

　
【
面
接
相
談
】（
電
話
予
約
要
）

受
付
時
間　

月
・
火
・
木
曜
日

 　
　
　
　

   

12
時
～
15
時

　
【
無
料
法
律
相
談
】

〈
吉
賀
会
場
〉
※
完
全
予
約
制

3
月
２
日
（
日
）
10
時
～
12
時

六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

吉
賀
町
六
日
市
６
４
８

〈
益
田
会
場
〉
※
予
約
優
先

3
月
13
日
（
木
）
13
時
～
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

益
田
市
須
子
町
３
ー
１

島
根
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
５
２
・
60
・
９
２
１
１

国
税
専
門
官
募
集

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
受
験
資
格
】

　

①
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年

　
　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
　

の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　
　

⑴
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
　

同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和

　
　

８
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　
　

見
込
み
の
者

　
　

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　
【
採
用
予
定
数
】

　

①
採
用
予
定
数
に
つ
い
て
は
、
別
途
、

　
　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

　
　

す
。

　

②
採
用
予
定
数
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ

　
　

り
ま
す
。
最
新
情
報
は
人
事
院
ホ
ー

　
　

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
試
験
の
程
度
】

　
　

大
学
卒
業
程
度

　
【
受
験
申
込
方
法
】

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
申
込
み
を

　
　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

https://w
w

w
.jinji-shiken.

　
　

go.jp/juken.htm
l

　
【
受
験
受
付
期
間
】

　
　

令
和
７
年
２
月
20
日
（
木
）
９
時
～

　
　

３
月
24
日
（
月
）
ま
で
に
申
込
デ
ー

　
　

タ
を
受
信
完
了
し
た
も
の

　
【
受
験
案
内
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
先
】

　
　

広
島
国
税
局　

人
事
第
二
課

　
　

試
験
研
修
係

　
　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
ー
30

☎
０
８
０・２
２
１・９
２
１
１

　
　

ま
た
は
、
お
近
く
の
税
務
署
総
務
課

　
【
採
用
案
内
情
報
】

　
　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
　

https://w
w

w
.nta.go.jp/about/

　
　

recruitm
ent/index.htm

　
【
そ
の
他
】

　
　

国
税
の
職
場
は
、
理
工
・
デ
ジ
タ
ル

　
　

系
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
活
用
す
る
こ

　
　

と
が
で
き
ま
す
。

　
　

令
和
５
年
度
よ
り
新
た
な
試
験
区
分

　
　
（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）
が
創
設
さ

　
　

れ
ま
し
た
。

　
　

理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
の
方
が
受
験
し

　
　

や
す
い
科
目
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

　
　

興
味
の
あ
る
方
は
積
極
的
に
受
験
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て
ご
案
内

　
（
第
１
回
）
予
備
自
衛
官
補

　
（
一
般
・
技
能
）（
男
女
）
募
集

　
　

自
衛
官
未
経
験
者
（
自
衛
官
で
あ
っ

　
　

た
期
間
が
１
年
未
満
の
者
も
含
む
）

　
【
応
募
資
格
】

　
　
（
一
般
公
募
）

　
　

18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
者

　
　
（
技
能
公
募
）

　
　

18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技
能
に
応

　
　

じ
、
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
の
者

　
【
応
募
期
間
】

　
　

令
和
７
年
１
月
22
日
（
水
）
～
４
月

　
　

８
日
（
火
）

　
（
第
１
回
）
幹
部
候
補
生
募
集

　
【
応
募
資
格
】

　
　

日
本
国
籍
を
有
し
、
22
歳
以
上
26
歳

　
　

未
満
の
者

　
　
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒

　
　
（
見
込
含
））、
修
士
課
程
修
了
者
等

　
　
（
見
込
含
）
は
28
歳
未
満
の
者

　
【
募
集
区
分
】

　
　

一
般
・
飛
行
（
海
空
）・
歯
科
薬
剤

　
【
応
募
期
間
】

　
　

令
和
７
年
３
月
１
日
（
土
）
～
４
月

　
　

４
日
（
金
）

　
（
第
１
回
）
キ
ャ
リ
ア
採
用
幹
部
募
集

　
【
応
募
期
間
】

　
　

令
和
７
年
３
月
１
日
（
金
）
～
５
月

　
　

16
日
（
金
）

　
技
術
曹
（
男
女
）
募
集

　
【
応
募
期
間
】

　
　

令
和
７
年
３
月
1
日
（
金
）
～
５
月

　
　

16
日
（
金
）

　

※
各
種
募
集
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に

　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
　

松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
10
号

☎
０
８
５
６
・
21
・
０
０
１
５

申込先
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広報つわの 2025 年 2 月 27 日発行

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538
領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典 事 務 所
司 法 書 士・ 行 政 書 士

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

伊
藤　

ゆ
り
子　

様
（
広
島
市
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

１
月
届
出
分

森
川　

新
あ
ら
た 

12
・
28 

（
枕
瀬
東
）

寄
附
の
お
礼

□住民基本台帳（令和７年１月末現在）

転出：12
死亡：12

転入：13
出生：1

男 2,999 人　女 3,365 人
人口：6,364 人世帯数：3,217

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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第
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回
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社
会
を

 

明
る
く
す
る
運
動
』
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞

 

者
」
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

 

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 【
誤
】
日
原
小
学
校　

神か
ん
ざ
き崎　

朱あ
か
り利

さ
ん

 【
正
】
日
原
小
学
校　

神か
ん
ざ
き崎　

朱あ
か
り莉
さ
ん

中古農機具・バイク
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271
携帯090-3171-7227

ススズズメメババチチ・・ミミツツババ

チチのの駆駆除除致致ししまますす

イイズズミミ
HONDA    SHOP

中古農機具
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271

携帯090-3171-7227

バイク・自動車販売修理

ススズズメメババチチ・・ミミツツババチチのの駆駆除除致致ししまますす

 

●草刈り●草抜き●屋内外の清掃 
●剪定●伐採●墓掃除●大工仕事 
●襖・障子・網戸の張替え 
●道路パトロール●家の片付け 
●施設の受付●空き家管理 
●イベント手伝い   …など 

 
あなたの技能 

活かせます！ 

津和野町シルバー人材センター（電話：74-1501） 

柴犬 と家族になろうよ

＊10 月中旬には、
　豆柴が生まれる予定です。

柴犬（６か月）
黒（男の子）

赤（男の子）

イエロー・ドッグ・ハウス
豆柴・柴犬ブリーダー 山口市阿東徳佐下 558

第一種動物取扱業登録証 令 3 山健第 147 号の 1 の 12 （担当）寺岡
090-7508-4416

ブリーダーならではのお得な価格でお譲りできます！柴犬（２年９か月）

赤（女の子）
柴犬（3か月）

20
25

3V
ol.233

12
月
届
出
分

長
嶺　

カ
ヨ
コ 

12
・
15
（
和
田
） 

101
歳

１
月
届
出
分

齋
藤　

博 

１
・
１ 

（
堤
田
） 

94
歳

井
野
村　

シ
マ
ヱ 

１
・
５ 

（
西
三
） 

95
歳

山
田　

ス
ヱ
ノ 

１
・
14 

（
青
原
） 

96
歳

中
村　

美
津
子 

１
・
18 

（
山
入
） 

99
歳

村
上　

勝
美 

１
・
18 

（
日
浦
東
） 

74
歳

中
田　

忠
吉 

1
・
30
（
青
原
） 

85
歳

山口市阿東徳佐中 37 1 3 - 1（ナフコうら）
☎(083)956-2010

しずく葬祭
安らぎへの旅立ちをサポート

〒699-5214 津和野町溪村 389　代表 廣田由香 携帯：080-5628-5443
(0856) 74 - 1773

営業エリア：鹿足郡（津和野町・吉賀町）・益田市 携帯：090-9731-0817 （大上）

TEL  FAX 兼用

モットーに、

『家族葬 ・ 直葬』 などの

小規模のご葬儀は

しずく葬祭
にお任せください。

津和野町斎場 （しらさぎ会館） ・

ご自宅 ・ 寺院 ・ 集会所

専門の葬儀社です。


